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③制御棒駆動機構の機能確認
（スクラム検査※等）
【止める】(10/17実施済み)

※使用前事業者検査を含む

⑤非常用炉心冷却系
機能などの確認

【冷やす】（7/28実施済み）

①燃料の配置確認※を行い、
制御棒を１組(２本)引き抜いても
未臨界状態であることを確認
【止める】 (6/22実施済み)

②原子炉圧力容器漏えい確認
【閉じ込める】(7/9実施済み)
※FMCRD入替箇所のみ再実施
(10/17実施済み)

④原子炉格納容器漏えい率確認
【閉じ込める】 (7/18実施済み)
※開放部のみ再実施
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資料1

不具合のあった制御棒駆動機構について、予備品と入替後に電動での挿入・引抜き操作を実施するとともに、
モーターの動作状況を電流測定し、引っかかりの兆候がないことを確認（10月9日実施）
他の204体についても、同様に引っかかりの兆候がないことを確認（10月16日実施）
制御棒駆動機構の入替箇所の「②原子炉圧力容器の漏えい確認」と、全ての制御棒について「③制御棒駆動機構の
機能確認」を10月17日に実施
また、本日(10月23日)、格納容器を一部開放した箇所について「④原子炉格納容器漏えい率確認」を再実施予定
その他に原子炉建屋気密性能検査を予定しており、それらを含めて、今月中には技術的な準備が整う見込み
引き続き、設備の維持管理を行う中で、気づきや不適合対応などがあれば、一つひとつ確実に対応していく


